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『リコ・チャレ・ぐんま ２０２０』の実施について
   理工系分野をはじめ、これまで女性の参画が少なかった分野に女性がチャレン
ジしていくことにより、多様な視点や発想が加わり地域に活力が生まれ、さらな
る発展につながります。そこで、県では、理工系分野に興味がある女子高校生が、
将来の自分をしっかりイメージして進路選択（チャレンジ）することを応援する
ため、『女子高校生理工系チャレンジセミナー』を群馬大学と教育委員会と連携

～令和２年度「群馬県男女共同参画社会づくり功労者表彰及びぐんま輝く女性表彰」受賞者紹介～

　

開催日 ： 令和 2年 9月 16 日（水）
　　　　15 時 15 分～ 16 時 45 分
場　所 ： 渋川女子高等学校
演　題 ： 「理工女子の活躍最前線と
　　　　　　大学発ベンチャーの挑戦」
講　師 ： 群馬大学大学院理工学府 板橋英之教授

して、毎年実施しています。今年度は、渋川女子高等学校を対象に講演会を行いました。

   

　 　

群馬県男女共同参画社会づくり
功労者表彰　

ぐんま輝く女性チャレンジ賞 ぐんま輝く女性チャレンジ賞

○茂木直子さん
（認定特定非営利活動法人
ひこばえ理事長）

○馬場早苗さん
（ento 株式会社
代表取締役）

○神戸るみさん
（特定非営利活動法人
Annaka ひだまりマル
シェ代表理事）

もぎ　なおこ ばば　さなえ かんべ
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問２　新型コロナウイルスの影響で、あなたの働き方は変わりましたか。

働き方の変化

2

トピックスククト クピッッククトピピ

　１　調査対象・回答数　　県内に在住または通勤・通学している女性 ８２６人
　２　調査方法　                      群馬県庁電子申請システムを利用したWEB アンケート
　３　調査期間　                      令和２年９月２５日（金）～１０月９日（金）２週間

回答者の属性

問１　年齢　　　　　　　　問１ｰ２　家族形態　　　       　　問１-３　就業状況
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収入・生活・行動の変化・心身等への影響
問３　新型コロナウイルス感染拡大で、あなたや家庭の収入は変わりましたか。

問３-２　コロナウイルス感染拡大で、これから先、あなたや家庭の収入は変わりますか。

問４　新型コロナウイルス感染拡大の影響で、あなたの生活や行動に変化がありましたか。
（複数回答可）

３
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ぐんま男女共同参画センターに望むサービス

４

問５　新型コロナウイルス感染拡大の影響で、あなたの心身に変化がありましたか。

問５－２　「あった」方の具体的な変化について

問６　今般のコロナ禍のなかで、ぐんま男女共同参画センターにどのようなサービスを望みますか。
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コロナ禍での困りごと・行政への要望について
問７　コロナ禍で、あなたやあなたのまわりにおいて困りごとがありましたら教えてください。

問７-２　問７の困りごとに対して、行政に対応してほしいことはありますか。

・新型コロナウイルスの感染拡大は、女性の収入や生活・行動に大きな影響を及ぼしていることが
　わかります。
・今後の雇用や経済状況に不安を持つ人が多く、子育て女性の正社員化の促進や、ひとり親家庭へ
　の経済的支援などの要望がありました。
・また、心身への影響は顕著で、多くの女性が不安やストレスを感じており、その解決や軽減につ
　ながる事業へのニーズが高いことがわかりました。

・ぐんま男女共同参画センターでは、女性が抱える不安やストレス軽減のためのオンライン講座の
　開催や女性の悩みに寄り添う電話相談を実施するとともに、各種相談窓口の周知等を行います。
・調査結果については、県庁の関係各課へ情報提供を行い、今後の事業推進に役立てていただきます。
　

・感染したらどうなるか不安
・ひとり親のため、感染したら収入や子ども
　のことが心配

・行動が制限され、ストレスがたまる
・周りの女性、職場や友人ともに心身の不調がとても多い

・会社の業績不振で、倒産の心配
・子どもの休校中、女性の方が仕
　事を制限される

・感染は誰にでも起こり得ること、
　誹謗中傷が起こらないように啓発
　してほしい

・在宅勤務のさらなる奨励
・都心のテレワーク企業のサテライトオフィスを
　県内に増やしてほしい

・コロナで収入が減った人やひとり親家庭に
　対して経済的支援をしてほしい

・子育ての情報が入ってこないため、積極的
　に情報発信してほしい

・子どももいる女性がもっと正社員
　で働けるようにしてほしい

・コロナ禍、夫がうつ病になり、子ども
　の世話、家事分担ができなくなり、心
　身的・精神的に疲労

・不安な気持ちになったときに何でも話を
　聞いてくれるホッとラインの周知

【調査結果から】

【今後の対応】

・不安を煽ることなく、コロナに
　対する正しい知識提供を !

５

各種助成金・手当・経済支援に関すること

子育て・学校に関すること

就労・雇用に関すること

医療・ＰＣＲ検査等に関すること
感染者やコロナに関する情報の開示に関すること

コロナの不安に関すること

誹謗・中傷に関すること

その他

合計

２８件
１８件
１６件
１２件
１２件
１０件
３件
３９件
１３８件

コロナの不安について

ストレスに関すること

就労・雇用に関すること

収入・経済状況に関すること

家庭生活に関すること

身体に関すること

誹謗・中傷に関すること

その他

合計

７０件
５１件
５０件
３６件
２７件
１１件
１１件
１７件
２７３件

主な困りごと意見                              件数

行政への要望　　                         件数



ぐんま男女共同参画センター
群馬県前橋市大手町 1-13-12

TEL027-224-2211
FAX027-224-2214

相談日・時間

 9:00 ～ 12:00  13:00 ～ 16:00
※年末年始、祝日は休み。月曜日が祝日の場合の火曜日も休み。

火  水  金  日火火

ほっとブレイクタイム
図書のご紹介

６

「おとめ六法」
上谷さくら
岸本 学
KADOKAWA

女性の一生に寄り
添う法律を網羅。
すべての女性の味
方になる法律の本。

「炎上 CMで
よみとく
ジェンダー論」
瀬地山 角
光文社
東大で人気講義
を開く社会学者
が「CM」を切り
口に語る、目か
ら鱗のジェン
ダー論。

「主婦の給料、
５億円ほしー !!!」
鳥谷丁子
KADOKAWA

アラサー主婦・鳥
谷丁子さんが描く
悲壮と爆笑が入り

まじる、報われない主婦の奮闘コミッ
クエッセイ !

027 224 5210027 224 5210
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飛沫防止スクリーンを受付窓口に導入しました

　新型コロナウイルス感染症予防対策として、県産材を利用した飛
沫防止スクリーンを受付窓口に導入しました。
利用された方々から、「木の温もりが感じられ、明るい雰囲気になっ
た」との声が寄せられています。
　県産木材を利用することで、木の温もりを感じていただきながら、
安心してご利用いただけるように、しっかり感染症防止をしていき
ます。

県産材を利用した飛沫防止スクリーン（１階カウンター）


